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ストッパーサドルからエアーバッグ

を挿入（ＡＢＳ200）

真鍋社長

大沼氏

川添副部長

調印後に握手するホアンマイ社のフイ社長

（左）とＫＥＳＶの本島副社長

当初予算増の重要性を強調

水水
質質
監監
視視
シシ
スス
テテ
ムム
をを
開開
発発

水水
質質
監監
視視
シシ
スス
テテ
ムム
をを
開開
発発

小
松
電
機
産
業

さ
い
た
ま
水
道
展
で
披
露
し
た
水
質
監
視
シ
ス
テ
ム

エ
ア
ー
バ
ッ
グ
に
空
気
を
注
入
し
膨
ら
ま
せ
る

　
小
松
電
機
産
業
（
小
松
昭

夫
社
長
）
は
、
水
道
水
中
の

残
留
塩
素
濃
度
等
を
測
定

し
、
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
水

質
監
視
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
常
に
水
質
監
視
を
行
え

る
こ
と
で
、
自
治
体
が
取
水

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
要
し
て
い

た
人
件
費
の
抑
制
を
図
る
。

　
同
社
は
平
成

12年
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
総

合
水
管
理
シ
ス
テ
ム
「
や
く

も
水
神
」
を
全
国
で
展
開
。

10月
現
在
で

3
9
0自

治

体
、

8
6
0
0施

設
に
導
入

さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、自

治
体
の
上
下
水
道
・
水
門
・

消
融
雪
施
設
な
ど
の
監
視
シ

ス
テ
ム
を
提
供
し
て
き
た
。

今
回
、開
発
し
た
水
質
監
視

シ
ス
テ
ム
は「
や
く
も
水
神
」

ブ
ラ
ン
ド
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

の
一
つ
。
測
定
地
点
に
設
置

し
た
水
質
監
視
盤
が

1分
お

き
に
残
留
塩
素
濃
度
を
自
動

的
に
測
定
し
、
デ
ー
タ
を
ク

ラ
ウ
ド
上
に
記
録
す
る
。
ド

コ
モ
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
対
象
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、

遠
隔
か
ら
い
つ
で
も
監
視
デ

ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
の

水
質
計
測
器
を
採
用
し
、
残

留
塩
素
濃
度
の
み
を
測
定
す

る
機
器
に
加
え
、濁
度
・
色
度

の
測
定
を
行
え
る
機
器
も
用

意
し
た
。

　
価
格
は
残
留
塩
素
濃
度
の

み
を
測
定
す
る
機
器
が

3
0

0万
円
、
濁
度
・
色
度
の
測

定
が
可
能
な
機
器
は

5
5
0

万
円
。

　
同
社
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

自
治
体
が
導
入

す
る
こ
と
で
、

人
件
費
を
抑
制

で
き
る
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ま

で
職
員
が
直

接
、
測
定
地
点

で
行
っ
て
い
た

サ
ン
プ
リ
ン
グ

調
査
の
手
間
を

省
く
と
と
も

に
、
デ
ー
タ
を

ク
ラ
ウ
ド
上
で
管
理
す
る
こ

と
で
浄
水
場
と
管
末
で
の
残

留
塩
素
濃
度
の
比
較
が
で

き
、「
や
く
も
水
神
」の
浄
水

場
監
視
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連

動
さ
せ
る
こ
と
で
、
残
留
塩

素
濃
度
に
応
じ
て
薬
注
ポ
ン

プ
に
よ
る
次
亜
塩
素
の
投
入

量
も
遠
隔
で
制
御
で
き
る
。

　
山
間
部
や
広
域
に
設
置
さ

れ
た
施
設
を
少
人
数
で
管
理

し
て
い
る
小
規
模
自
治
体
な

ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
新
シ
ス

テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
を
訴
え
て

い
く
。

　
新
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
福

島
県
南
会
津
町
か
ら
の
提
案

が
契
機
と
な
っ
た
。
同
町
は

町
域
が
広
大
で
、
残
留
塩
素

濃
度
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査

に
手
間
と
時
間
を
要
し
て
い

た
。
す
で
に
導
入
し
て
い
る

「
や
く
も
水
神
」
の
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
残
留
塩
素
濃

度
を
遠
隔
で
測
定
で
き
な
い

か
と
相
談
さ
れ
、
一
昨
年
か

ら
開
発
に
着
手
。
昨
年
度

4

台
の
水
質
監
視
盤
を
導
入

し
、稼
働
も
良
好
だ
と
い
う
。

　
今
後
は
同
町
に
あ
る
他
の

測
定
地
点
に
も
導
入
を
進
め

る
考
え
で
、
同
社
は
こ
こ
で

の
実
績
を
足
が
か
り
に
全
国

へ
と
普
及
を
目
指
す
。

ロ
ー
カ
ル
水
道
の
持
続
は

水
み
ら
い
広
島
　設
立
３
周
年
で
講
演
会

　
水
み
ら
い
広
島
は

10月

13

日
、
広
島
国
際
会
議
場
で
元

新
潟
市
水
道
局
水
道
技
術
管

理
者
の
大
沼
博
幹
・
大
沼
水

道
技
術
研
究
所
代
表
に
よ
る

「
ロ
ー
カ
ル
水
道
の
持
続
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を

開
い
た
。
広
島
県
下
の
事
業

体
や
企
業
か
ら
約

1
4
0人

が
聴
講
に
訪
れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
真
鍋
孝
利
社

長
が
「
当
社
は
平
成

24年
に

広
島
県
の
水
道
事
業
が
抱
え

る
課
題
解
決
の
一
方
策
と
し

て
誕
生
し
た
。
設
立

3周
年

を
記
念
し
て
講
演
会
を
企
画

し
た
」
と
、
同
社
の
設
立
経

緯
か
ら
現
在
の
受
託
状
況
な

ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

大
沼
氏
の
経
歴
を
紹
介
し

た
。

　
大
沼
氏
は
地
域
経
済
を
支

え
る
〝
ロ
ー
カ
ル
水
道
〟
の

持
続
方
策
を
模
索
、
自
身
の

経
験
や
新
潟
大
学
で
の
研
究

な
ど
に
基
づ
き
論
じ
た
。
ロ

ー
カ
ル
水
道
の
新
た
な
方
向

と
し
て
、
地
域
の
お
金
を
地

域
で
回
し
、
地
域
経
済
を
支

え
、
地
域
の
雇
用
を
支
え
る

水
道
と
な
る
べ
き
だ
と
指

摘
。

　
そ
の
た
め
に
必
要
な
技
術

と
し
て
、
施
設
計
画
に
関
し

て
は
「
都
市
と
地
方
の
違
い

を
認
識
し
た
地
方
の
独
自
性

を
発
揮
す
べ
き
」
と
し
、「
身

の
丈
に
合
っ
た
最
適
な
施
設

更
新
」が
望
ま
し
い
と
し
た
。

一
方
、
施
工
管
理
に
関
し
て

は
「
地
域
か
ら
の
信
頼
を
得

る
た
め
に
は
有
収
率
の
向
上

が
基
本
」
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
の
長
寿
命
化

の
事
例
と
し
て
、
新
潟
市
に

お
け
る
機
械
設
備
の
簡
素
化

や
シ
ス
テ
ム
の
単
純
化
に
よ

る
「
マ
シ
ン
レ
ス
」を
紹
介
。

同
市
は
、
雪
国
で
あ
る
地
域

特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ

れ
ま
で
の
脱
水
機
か
ら
天
日

乾
燥
床
に
転
換
し
た
と
い

う
。

　
大
沼
氏
は
、
ロ
ー
カ
ル
水

道
の
持
続
に
向
け
て
「
地
方

の
厳
し
い
現
実
を
認
識
」
し

て
「
人
材
の
育
成
を
根
本
」

に
、
「
広
域
化
の
限
界
を
踏

ま
え
た
上
で
新
た
な
形
の
広

域
的
事
業
展
開
」
で
「
効
率

的
な
設
備
投
資
」
を
心
が
け

る
べ
き
と
結
ん
だ
。
　

　
◎
Ｗ
Ｓ
Ｐ

18日
に
建
築

設
備
鋼
管
セ
ミ
ナ
ー
◎
　
日

本
水
道
鋼
管
協
会（
Ｗ
Ｓ
Ｐ
）

は

18日

13時
半
か
ら
、
東
京

・
九
段
南
の
日
本
水
道
会
館

で
「
建
築
設
備
鋼
管
技
術
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

　
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
な
ど
建

築
設
備
配
管
用
鋼
管
の
技
術

的
基
礎
に
つ
い
て
講
義
、
配

管
施
工
技
術
の
向
上
に
役
立

て
る
。
受
講
は
無
料
で
、
対

象
は
日
本
設
備
設
計
事
務
所

協
会
の
会
員
会
社
に
所
属
す

る
社
員
約

40人
。

13日
ま
で

に
日
本
設
備
設
計
事
務
所
協

会
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

0
3―

5
2

7
6―

1
3
9
0）

で
申
し

込
む
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
は
次
の

通
り
。

　
▽
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
の
特

長
▽
建
築
設
備
配
管
の
種
類

と
用
途
▽
建
築
設
備
配
管
の

接
続
▽
各
種
鋼
管
の
経
年
変

化
▽
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
リ
サ

イ
ク
ル
の
仕
組
み
▽
管
端
つ

ば
出
し
加
工

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
　

（

1日
付
）

　
※
本
紙
関
係

　
▽
東
京
営
業
部
長
（
総
務

部
）
元
田
義
崇
▽
ア
ク
ア
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部
ア
ク
ア

プ
ラ
ン
ト
事
業
部
営
業
部
長

（
東
京
営
業
部
長
兼
ア
ク
ア

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部
ア
ク

ア
プ
ラ
ン
ト
事
業
部
営
業
部

長
）
藤
原
昌
明

　
東
洋
計
器
　
（

1日
付
）

　
【
組
織
変
更
】
▽
「
営
業

本
部
」
の
統
括
体
制
を
強
化

▽
東
北
支
社
に「
東
北
支
店
」

を
新
設
▽
四
国
支
店
に
「
松

山
営
業
所
」
を
新
設
▽
エ
コ

事
業
本
部
を「
エ
コ
事
業
部
」

に
改
称

　
【
人
事
異
動
】
▽
専
務
取

締
役
営
業
本
部
長（
専
務
取

締
役
エ
コ
事
業
本
部
長
）宮

田
芳
久
▽
常
務
取
締
役
営

業
担
当
兼
営
業
本
部
副
本
部

長
（
常
務
取
締
役
営
業
担

当
）中
田
英
穂
▽
取
締
役
営

業
管
理
本
部
長（
取
締
役
営

業
本
部
長
兼
営
業
管
理
本
部

長
）平
川
孝
幸
▽
理
事
東
北

支
社
長（
理
事
東
北
支
社
長

兼
盛
岡
営
業
所
長
）
小
野
寺

裕
▽
東
北
支
社
副
支
社
長

（
東
北
支
社
副
支
社
長
兼
南

東
北
支
店
長
）
堀
内
長
▽
同

支
社
東
北
支
店
長
（
同
支
社

青
森
営
業
所
長
）
相
内
鉄
也

▽
同
支
社
南
東
北
支
店
長

（
同
支
社
新
エ
ネ
販
促
課
長
）

高
田
展
弘
▽
関
西
支
社
長

（
関
西
支
社
大
阪
支
店
長
）

大
川
知
之
▽
四
国
支
店
松
山

営
業
所
長
（
四
国
支
店
長
代

理
）
小
島
善
行
▽
エ
コ
事
業

部
長
（
エ
コ
事
業
本
部
副
本

部
長
）
藤
井
秀
康

　
理
事
会
後
、
自
民
党
・
水

道
事
業
促
進
議
員
連
盟
会
長

の
川
崎
二
郎
衆
議
院
議
員
が

「
平
成

28年
度
水
道
予
算
概

算
要
求
と
水
道
事
業
促
進
議

員
連
盟
の
取
組
み
」と
題
し
、

講
演
し
た
。

　
川
崎
議
連
会
長
は
、

2
0

3
0年

ご
ろ
ま
で
の
日
本
の

総
人
口
や
労
働
者
人
口
の
見

通
し
に
触
れ
な
が
ら
、
若
手

人
材
の
確
保
が
大
き
な
課
題

だ
と
し
て
「
事
業
の
将
来
が

見
え
な
け
れ
ば
若
手
人
材
を

安
定
的
に
確
保
で
き
な
い
。

自
治
体
に
よ
る
投
資
は
補
助

額
の
推
移
と
リ
ン
ク
し
て
い

る
。
当
初
予
算
の
増
が
重
要

で
あ
り
、
水
道
議
連
と
し
て

も
政
治
の
力
で
今
の
状
況
を

変
え
て
い
き
た
い
」
と
力
を

込
め
た
。
ま
た
、
地
域
に
残

り
働
く
人
材
を
育
て
て
い
く

観
点
か
ら
、
指
定
店
制
度
の

更
新
導
入
に
つ
い
て
も
全
管

連
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

　
神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
（
粕
谷
強
社
長
）
の

1
0

0％
子
会
社
、
「
K
O
B
E
L
C

O
E
C
O
-
S
O
L
U
T
I
O
N
S

V
I
E
T
N
A
M

C
O
.
,
L
T
D
.

（
本
社
＝
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
、

Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｖ
）
は
、
ベ
ト
ナ
ム

現
地
法
人
か
ら
「
重
力
式
ろ

過
装
置
」
な
ど
日
本
の
省
エ

ネ
技
術
を
適
用
し
た
水
供
給

設
備
を

2件
連
続
で
受
注
し

た
。

　
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｖ
の
水
供
給
実

績
、
な
ら
び
に
水
源
水
質
、

環
境
条
件
、
規
模
等
、
発
注

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
技
術

提
案
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

　
T
h
a
n
g

L
o
n
g

W
a
t
e

r
a
n
d

B
e
v
e
r
a
g
e
s

T
r
a
d
i
n
g

I
n
v
e
s
t
m
e

n
t

J
S
C
（
Ｔ
ｈ
ａ
ｌ
ｂ
ｅ

ｃ
ｏ
社
）
に
は
、
凝
集
沈
澱

＋
自
動
サ
イ
フ
ォ
ン
フ
ィ
ル

タ
ー
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
）
に
よ
る
水

道
水
供
給
設
備
（

1
5
0
0

立
方
㍍
／
日
）
を
納
入
。
今

年

11月
か
ら
運
転
を
開
始

し
、
フ
ン
イ
エ
ン
省
タ
ン
ロ

ン
地
区
の
約

2
0
0
0戸

の

住
宅
に
水
道
水
を
供
給
す

る
。

　
H
o
a
n
g

M
a
i

W
a
t
e
r

S
u
p
p
l
y

C
o
.
,
L
t
d （
ホ

ア
ン
マ
イ
社
）に
は
、傾
斜
板

付
凝
集
沈
澱
＋
開
放
型
サ
イ

フ
ォ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
（
Ｏ
Ｓ

Ｆ
）
に
よ
る
工
業
団
地
・
住

宅
地
向
け
用
水
供
給
設
備

（

2万

5
0
0
0立

方
㍍
／

日
）
を
納
入
。
来
年

3月
か

ら
運
転
を
開
始
し
、
ゲ
ア
ン

省
ホ
ア
ン
マ
イ
地
区
の
工
業

団
地
お
よ
び
約

2万

5
0
0

0戸
の
住
宅
へ
用
水
（
工
水

・
上
水
）
を
供
給
す
る
。

　
今
回
納
入
し
た
両
設
備
の

ろ
過
部
分
に
は
、
重
力
ろ
過

と
サ
イ
フ
ォ
ン
の
原
理
を
利

用
す
る
こ
と
が
特
長
の
「
重

力
式
ろ
過
装
置
」
を
採
用
。

流
量
調
整
器
が
不
要
と
な
る

な
ど
制
御
の
簡
素
化
と
電
力

お
よ
び
運
転
要
員
の
削
減
が

可
能
と
な
り
、
運
転
・
維
持

管
理
性
が
向
上
す
る
。

　
神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て

小
規
模
施
設
向
け
ろ
過
装
置

で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
実
績
を

2

0
0
0基

以
上
保
有
す
る
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
。
ま
た
、
大

規
模
施
設
向
け
ろ
過
装
置
で

あ
る
Ｏ
Ｓ
Ｆ
も

80基
程
度
の

実
績
を
有
し
て
い
る
。

　
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
は

10月

19日
、
東
京

・
高
輪
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
臨
時
総
会
、
第

3
2

4回
理
事
会
を
開
き
、
役
員

変
更
等
に
伴
う
副
会
長
、
支

部
長
、
常
設
委
員
会
委
員
の

補
充
選
任
を
原
案
通
り
承
認

し
た
。

　
補
充
選
任
に
つ
い
て
は
、

大
阪
府
連
の
前
田
隆
司
会
長

を
副
会
長
な
ら
び
に
大
阪
府

支
部
長
に
選
任
。
前
任
の
藤

岡
昭
雄
（
大
阪
府
連
）
理
事

は
経
営
委
員
会
委
員
に
就
任

し
た
。
ま
た
、
愛
知
県
連
の

代
表
者
等
の
変
更
で
、
西
﨑

紀
夫
氏
、
河
合
行
雄
氏
を
役

員
に
選
任
、
そ
れ
ぞ
れ
広
報

委
員
会
委
員
、
総
務
委
員
会

委
員
に
決
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
海
外
視
察
研
修
の

概
要
を
決
定
し
た
。
来
年

2

月

17日
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ

ー
チ
ミ
ン
お
よ
び
ハ
ノ
イ
を

訪
問
、
タ
ブ
チ
・
ベ
ト
ナ
ム

工
場
や
、
日
本
へ
の
外
国
人

労
働
者
受
け
入
れ
を
目
的
に

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
協

同
組
合
技
能
実
習
施
設
な
ど

を
視
察
す
る
予
定
。

　
こ
の
ほ
か
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
制
度
に
係
る

検
討
会
、
地
震
等
緊
急
時
対

応
特
別
調
査
委
員
会
、
技
術

者
制
度
の
あ
り
方
な
ど
の
検

討
動
向
を
説
明
。そ
の
中
で
、

若
年
者
へ
の
技
術
・
技
能
の

継
承
に
関
し
て
、
平
成

27年

度
の
一
級
管
工
事
施
工
管
理

技
術
検
定
の
学
科
試
験
合
格

者
が

51・

2％
と
半
数
を
超

え
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
大
澤
規
郎
会
長
は
記
者
会

見
で
若
年
層
の
確
保
に
向
け

て
、
技
能
検
定
を
受
け
や
す

い
環
境
づ
く
り
や
、
技
能
五

輪
な
ど
を
通
じ
た
若
手
技
能

者
の
地
位
向
上
の
必
要
性
を

強
調
し
た
。

　
全
管
連
で
は
、
技
能
検
定

2級
の
受
検
対
策
に
活
用
し

て
も
ら
う
配
管
基
本
実
技
作

業
シ
ー
ト
と
作
業
の
実
演
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
て
い
る
。
同

会
会
員
を
は
じ
め
、
工
業
高

校
設
備
科
、
関
係
団
体
等
へ

配
布
す
る
予
定
で
、

11月
末

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ク
ロ
ダ
イ
ト
（
本
社
・
高

浜
市
、
黒
田
勝
基
社
長
）
は

10月

9日
、
箕
面
市
の
箕
面

浄
水
場
で
、
エ
ア
ー
バ
ッ
グ

式
止
水
工
法「
Ａ
Ｂ
Ｓ
工
法
」

の
説
明
と
デ
モ
施
工
を
実
施

し
た
。
大
阪
府
北
部
の

10事

業
体
に
よ
る
北
大
阪
上
水
道

協
議
会
技
術
部
会
の
技
術
研

修
会
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の

で
、
約

30人
の
事
業
体
職
員

が
参
加
し
た
。

　
「
管
路
の
補
修
工
事
等
で

仕
切
弁
が
な
い
た
め
止
水
で

き
ず
に
困
っ
て
い
る
」
と
い

う
他
の
事
業
体
か
ら
相
談
を

受
け
た
箕
面
市
上
下
水
道
局

が
同
社
に
説
明
会
の
開
催
を

要
請
、
従
来
の
呼
び
径

1
5

0ま
で
の
同
工
法
に
新
た
に

追
加
さ
れ
た
Ａ
Ｂ
Ｓ

2
0
0

を
中
心
に
説
明
と
デ
モ
施
工

を
行
っ
た
。

同
工
法
は
、
内
側
が
ゴ
ム

で
外
側
が
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
で

繊
維
補
強
さ
れ
た
エ
ア
ー
バ

ッ
グ
を
通
水
中
の
管
路
内
に

挿
入
し
、
空
気
を
送
っ
て
膨

ら
ま
せ
、
局
部
的
に
止
水
す

る
工
法
。
シ
ン
プ
ル
な
装
置

で
、
特
殊
な
技
術
も
必
要
と

せ
ず
、
短
時
間
で
管
路
の
局

部
止
水
が
で
き
る
。

　
呼
び
径

2
0
0の

管
路
に

対
応
す
る
Ａ
Ｂ
Ｓ

2
0
0の

適
用
管
種
は
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄

管
の
み
。
施
工
で
は
同
社
が

開
発
し
た
Ａ
Ｂ
Ｓ
工
法
専
用

の
ス
ト
ッ
パ
ー
サ
ド
ル
を
使

用
す
る
が
、
呼
び
径

1
5
0

以
下
の
Ａ
Ｂ
Ｓ
工
法
で
は
、

市
販
の
ボ
ー
ル
式
サ
ド
ル
付

分
水
栓
で
も
施
工
が
可
能

で
、
管
種
も
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄

管
の
ほ
か
、
塩
ビ
管
、鋼
管
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
、
石
綿
管

（
一
部
の
呼
び
径
は
不
可
）

に
適
用
し
て
い
る
。

　
デ
モ
施
工
で
は
呼
び
径

2

0
0の

モ
デ
ル
配
管
と
呼
び

径

1
0
0の

ア
ク
リ
ル
管
を

使
っ
て
実
演
。
ア
ク
リ
ル
管

は
透
明
で
管
路
内
が
見
え
る

た
め
、
挿
入
さ
れ
た
エ
ア
ー

バ
ッ
グ
が
膨
ら
ん
で
い
き
、

徐
々
に
水
が
止
ま
っ
て
い
く

様
子
を
つ
ぶ
さ
に
見
た
。

技
術
研
修
会
を
担
当
し
た

箕
面
市
上
下
水
道
局
の
川
添

富
義
副
部
長
・
水
道
技
術
管

理
者
の
話
　
本
市
も
老
朽
管

が
多
く
、
仕
切
弁
も
老
朽
化

し
て
い
る
の
で
、
止
水
し
て

の
漏
水
補
修
が
難
し
い
。
呼

び
径

1
5
0ま

で
の
Ａ
Ｂ
Ｓ

工
法
を
採
用
し
て
お
り
、
職

員
も
ク
ロ
ダ
イ
ト
で
施
工
研

修
を
受
け
て
い
る
の
で
、
自

前
の
工
事
も
で
き
る
。
今
後

も
必
要
な
場
所
が
あ
れ
ば
Ａ

Ｂ
Ｓ

2
0
0を

採
用
し
た
い
。

　
日
水
コ
ン
は
、
厚
生
労

働
省
か
ら
受
託
し
た
水
安

全
計
画
に
基
づ
く
水
質
管

理
手
法
導
入
支
援
業
務
に

基
づ
き
、
同
社
が
厚
労
省

受
託
業
務
で
開
発
し
た

「
水
安
全
計
画
作
成
支
援

ツ
ー
ル
簡
易
版
」の
操
作

方
法
に
つ
い
て
講
習
会
を

開
催
す
る
。
水
安
全
計
画

を
未
策
定
の
事
業
体
が
対

象
で
、
支
援
ツ
ー
ル
を
周

知
し
て
同
計
画
の
策
定
・

運
用
に
貢
献
す
る
。

　
簡
易
版
は
、
水
安
全
計

画
を
策
定
す
る
上
で
困
難

を
要
し
た
水
源
か
ら
給
水

栓
ま
で
の
各
種
デ
ー
タ
の

収
集
や
管
理
措
置
の
設
定

な
ど
の
入
力
作
業
を
選
択

方
式
に
よ
る
大
幅
な
簡
略

化
、
整
理
表
の
自
動
作
成

に
よ
っ
て
省
力
化
し
た
。

危
害
原
因
事
象
に
対
し
て

設
定
す
る
影
響
程
度
に
つ

い
て
も
、
デ
フ
ォ
ル
ト
値

を
組
み
込
む
こ
と
で
策
定

を
容
易
に
し
、
短
時
間
で

同
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
講
習
会
で
は
、
一
度
作

成
し
た
施
設
情
報
を
複
数

施
設
に
活
用
で
き
る
な
ど

操
作
性
を
高
め
、
自
動
化

も
進
め
た
改
良
版
を
使

用
。
実
習
等
を
通
じ
、
水

安
全
計
画
に
つ
い
て

7～

8割
相
当
の
汎
用
部
分
を

作
成
で
き
る
と
い
う
。

　
講
習
会
の
参
加
費
は
無

料
。

20日

17時
（
必
着
）

ま
で
に
、
同
社
担
当
・
岸

野
氏
（
Ｅ
メ
ー
ル
：
w
s
p
@
n

i
s
s
u
i
c
o
n
.
c
o
.
j
p
）
に

申
し
込
む
。
各
会
場
と
も

定
員
は
約

50人
。
支
援
ツ

ー
ル
の
操
作
実
習
を
行
う

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク

セ
ル

2
0
1
0以

上
を
搭

載
）
を
持
参
。
日
時
・
場

所
は
次
の
通
り
。

　
【
東
京
会
場
・
日
水
コ

ン
本
社
会
議
室
（
東
京
都

新
宿
区
西
新
宿

6―
22―

1）
】
▽

12月

10日

13時

～

16時

50分
▽
平
成

28年

2月

24日

13時
～

16時

50

分

【
大
阪
会
場
・
日
本
水

道
会
館
大
阪
会
館
（
大
阪

市
阿
倍
野
区
文
の
里

4―

5―

4）
】
同
年

1月

20

日

13時
～

16時

50分

【
福
岡
会
場
・
福
岡
県

中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本

町

9―

15）
】
同
年

2月

4日

13時
～

16時

50分
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刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
噬

日水コン

水
安
全
計
画
策
定

支
援
ツ
ー
ル
操
作
で
講
習
会

仕
切
弁
使
わ
ず
止
水
補
修

ク
ロ
ダ
イ
ト
　箕
面
市
で
Ａ
Ｂ
Ｓ
工
法
デ
モ

省エネ水供給設備受注
神鋼環境ソ ベトナム現地法人から

人
材
育
成
で

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成全
管
連

川
崎
水
道
議
連

会
長
が
講
演
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